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廃プラスチックの石油精製プロセスへの循環ルート確
立

現状実質ゼロの
循環ルートを確立する

JPECが参加するプラスチック資源循環NEDO事業

■環境新技術先導研究プログラム
「プラスチックの化学原料再生プロセス開発」
（2019～2021年度）

■本プロジェクト
「革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発／
石油化学原料化プロセス開発」
（2020～2024年度）

燃焼
埋立

リサイクル
(極一部)

現状

3



新SR
新MR~新ER向けの処
理対象となる廃プラを回
収率95%以上で自動
選別

新MR
廃プラを新品プラと比べ
90%以上の材料強度に
再生する

新CR
廃プラを転換率70%以
上で石油化学原料にす
る

新ER
総合エネルギー効率
80%以上を達成

最終目標

革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発の目標

出典：NEDO公開資料より作成 4
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プロジェクト全体の研究開発体制
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※事業開始時点
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１．研究開発の必要性
本来、廃プラスチックは、マテリアルリサイクルで処理することを優先すべきで
あるが、汚染度、経済性、材質の観点から、石油化学原料に戻す方が経済的・
環境的観点から優先される場合がある。
これまでも、ガス化や油化などの技術が多数開発されてきたが、経済性の観点
から、その多くは実用化されていない。
そこで、既存の石油精製・石化設備等を活用し、廃プラスチックを石油化学原料
に転換する技術の確立が必要である。

２．具体的研究内容
マテリアルリサイクルが困難な廃プラスチック等を石油化学原料に転換するため
の技術開発で、廃プラスチックの分解反応を促進させるために、反応解析、反応

制御技術により、石油化学原料の収率を向上する、廃プラスチック石油化学原料※

化技術を開発する。
また、各種プラスチックに適した分解技術を開発するとともに、実プラントへ導入
するための検討を行うとともに、実装を目指した周辺技術のプロセス開発を行う。

※オレフィン、BTX等

◇中間目標（2022年度）：転換率≧５０％ ◇最終（’24年度）：≧７０％

出典：NEDO環境部公開資料より抜粋

石油化学原料化プロセス開発【新CR】の概要
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マテリアルリサイクル技術開発

高効率燃焼技術開発

ケミカルリサイクル技術開発

石油化学品原料
中間製品既存の製油所

廃プラスチック
触媒分解プロセス

ケミカルリサイクル向け廃プラスチック

廃プラスチック
・産業廃棄物
・一般廃棄物

LCA評価による
最適な組合せ

選別技術開発

石油精製との連携
による大規模処理

石油化学原料化プロセス開発【新CR】の特徴

４テーマ連携PJ
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石油基盤技術研究所
プラスチック資源循環研究室

大日本印刷株式会社

コスモ石油株式会社

一般財団法人
石油エネルギー技術センター

学校法人早稲田大学 国立大学法人鳥取大学

石油化学原料化プロセス開発【新CR】の推進体制

三井リンクラボ新木場１
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石油化学原料化プロセス開発計画

実
証
研
究

総
ま
と
め

高機能触媒開発

2020 2021 2022 2023 2024

パイロット
基本設計
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ラ
触
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分
解

プ
ロ
セ
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発

フィルター形式検討
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ラ
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反応器形状検討
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大規模実験評価

必要機能も満たす
プラ容器包装の開発

溶融・溶解システム検討樹脂の溶融物
性、溶液物性
等を評価し、
データベース構
築

CR適性の高いプラ容器包装の開発

基本触媒開発

新規開発触媒の小規模実験評価

パイロットプラント概念設計 基本設計
中間
審査

終了
審査

触媒システム
総合評価
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概念設計Ⅰ 概念設計Ⅱ 概念設計Ⅲ 基本設計Ⅰ 基本設計Ⅱ

４技術開発の
強力な連携



工程Ⅰ
溶融・溶解

工程Ⅱ
固液分離

工程Ⅲ
触媒分解

工程Ⅳ
生成物
分離回収

工程Ⅴ
低分解

生成物処理

原料廃プラスチック

多種多様なプラスチ
ック素材の混合物

石油化学工場

石化原料
中間製品

石化原料
中間製品
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新CR適合型
容器包装開発

石油化学原料化プロセス

廃プラスチック触媒分解プロセスフロー（概念図）

プロピレン、ブチレン、ＢＴＸ等
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PE       : ポリエチレン
PET     : ポリエチレンテレフタレ
ート
HDPE  : 高密度ポリエチレン
LLDPE : 直鎖低密度ポリエチレ
ン
PP       :  ポリプロピレン
POM    : ポリアセタール

（ポリオキシメチレン）
ON       : 二軸延伸ナイロン

（OはOriented で二軸）
ad        :  adhesive、接着剤
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石油化学原料化プロセス

廃プラスチックの成分の複雑さ
工程Ⅰ
溶融・溶解

出典：大日本印刷（株）資料より作成
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廃プラスチック触媒分解の難易度イメージ
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４グループに区分し
てプロセスを開発
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工程Ⅰ
溶融・溶解
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◇マテリアルリサイクルが困難な多種多様な廃プラを石化
原料に転換する分解反応を促進させるために、反応解析、
反応制御技術の要素技術の開発に取り組むと共に、実
プラントへ導入するための検討、課題抽出等を行った。

◇廃プラスチックの種類や含有する充填材、添加剤等の実
態把握、各単位操作の基礎実験や物性測定等を実施した。

◇実装を目指した周辺技術のプロセス要素技術の開発に
取り組み、廃プラ触媒分解プロセス概念設計の第２版を
作成し、プロセスの主要機器構成、課題等を明らかにした。

◇触媒分解プロセスの設計に資するPE、PP、PS等の熱的
挙動、溶融溶解物性等の各種物性測定を行い、データベ
ース化を進めた。

2021年度の事業実績の概要
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ご清聴ありがとうございました
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